
2021年12月10日 

首都高速道路株式会社 

2022年4月 首都高速道路の料金所のうち、34箇所が新たにETC専用になります 

～3月1日から5箇所、4月1日から29箇所で開始します～ 

首都高速道路株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：前田信弘）は、2022年

4月、東京・埼玉・神奈川の34箇所（うち5箇所は3月から）の料金所について、新たにETC専

用とします。 

1．概要 

・2020年12月17日 国土交通省及び高速道路会社6社は、ETC専用化ロードマップを公表し、都市

部においては、5年後の概成を目標に計画的にETC専用化を推進することとしたところです。 

・首都高速道路株式会社においては、近年のETC利用率拡大（96.7%：2021年9月）等の社会情勢

の変化を踏まえ、首都高速道路の料金所のうち、東京・埼玉・神奈川の34箇所を新たにETC専

用とし、料金所のキャッシュレス化、タッチレス化の一層の推進を図ります。 

2．運用開始時期 

2022年4月1日（金）（ただし、5箇所は3月1日（火）から開始します。） 

なお、開始時間については決定次第、当社WEBサイト等にてお知らせします。 

3．運用開始する料金所 

運用開始時期 運用開始する料金所 

2022年3月1日 一ツ橋、滝野川、浦和南（上）、晴海、安行 

2022年4月1日 霞が関（内）、霞が関（外）、代官町、空港西、新宿、初台、幡ヶ谷、 

護国寺、中環大井南、富ヶ谷、初台南、高松、王子北、四つ木（内）、 

四つ木（外）、清新町、さいたま見沼、浜町、加平（南）、加平（北）、 

加賀、新木場（西）、新木場（東）、大井、磯子、木場、横浜駅東口、 

新山下（上）、新山下（下） 

4. ETC専用の料金所のご利用方法  

・ETC車載器を搭載していない車両はご通行になれません。 

・ETC無線通行ができない状態（ETC車載器未搭載等）で誤ってETC専用の入口に進入した場合

は、『サポート』または『ETC/サポート』と表示されたレーンで一旦停車し、係員の指示に

従ってください。 

5．ETC車載器購入助成キャンペーン 

ETC専用の料金所の拡充に合わせて、ETC車載器購入助成キャンペーンを実施します。詳細は

後日お知らせしますので、この機会にETCの導入をご検討ください。 

6.関連資料 「首都高速道路をETC専用に」（説明資料）







料金所数
（※１）

２０２０年度
（Ｒ２年度）

２０２１年度
（Ｒ３年度）

２０２２年度
（Ｒ４年度）

２０２３年度
（Ｒ５年度）

２０２４年度
（Ｒ６年度）
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２０２６年度
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・・・
2030年度頃

（Ｒ12年度頃）

首都高速 １８１ ・・・

ＮＥＸＣＯ
東日本

１２５ ・・・

ＮＥＸＣＯ
中日本

２２ ・・・

首都圏（圏央道及びその内側）
数箇所で導入 ⇒ 順次拡大（ 7～8割程度）

（90箇所程度）（※３）

順次拡大 ⇒ 全線

地方部を含めて
１０年後概成

都市部において
５年後概成

※４ 導入後の運用状況、 ETCの普及状況、関係機関との協議等により、適時変更の可能性

都市部（首都圏）

30箇所
程度で順次導入

首都圏（圏央道及びその内側）
数箇所で導入 ⇒ 順次拡大（8割程度）

（20箇所程度）

順次拡大（9割）
（30 160箇所程度）

※２ カメラ等の設置や関係機関との協議等

ETC専用化等のロードマップについて

導入準備
（※２）

順次拡大 ⇒ 全線

※１ 令和２年１２月１日現在の既存料金所のうちＥＴＣ専用運用されていない課金料金所数

※３ 料金所の構造や交通量が多く、並行又は接続する一般道を含めた渋滞等の課題がある路線（第三京浜・横浜新道・横浜横須賀道路・京葉道路・
東関東道）の料金所については、引き続き検討

導入準備
（※２）

導入準備
（※２）

順次拡大 ⇒ 全線

（参考）令和２年１２月１７日公表資料抜粋



2021 年 12 月 10 日 

首都高速道路株式会社 

2022年 4月から 首都高速道路の料金が変わります

首都高速道路株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：前田信弘）は、首都高速道路

の料金の見直しを行います。 

１．実施内容 

① 首都高速道路の上限料金の見直し 

・2016 年 4 月の対距離制移行から一定の期間が経過したことも踏まえ、対距離制を基本とした公

平な料金体系の更なる前進に向け、上限料金を見直します。 

② 大口・多頻度割引の更なる拡充 

・物流を支える車の負担が急激に増加しないよう、大口・多頻度割引を更に拡充します。 

③ 深夜割引の新たな導入 

・比較的交通量の少ない深夜帯のご利用を促進するため、深夜割引を新たに導入します。 

２．実施時期 

・2022 年 4 月 1日（金）から実施 

３．関連資料 

・首都高速道路の料金体系の見直しについて（説明資料） 



首都高速道路の料金体系の見直しについて

・首都高速道路では、2016年4月に対距離料金制度へ移行、激変緩和のために上限料
金（普通車1,320円）を設定しております。制度移行後、首都圏のネットワーク整
備も相まり、都心部の通過交通は減少したものの、都心部通過に際し周辺の路線よ
りも首都高速道路が割安な場合などがあり、依然として都心部に渋滞が発生してい
る状況です。

・そこで、都心部の通過交通をこれまで以上に抑制する必要があることを踏まえ、よ
り公平な料金体系の更なる前進に向けて、首都高速道路の長距離利用において上限
料金の見直し（※）を行います。

（※）ETCのお客さまは、料金距離35.7km以内をご利用になる場合、現行の基本料金から変更ありません。
料金距離35.7km超をご利用になる場合は、急激な負担増を避けるため、新たな上限料金（普通車
1,950円）を設定します。

▶より公平な料金体系へ向けた上限料金の見直し

上限料金の見直し
深夜割引の新たな導入

首都高速道路の料金体系の見直し

大口・多頻度割引の更なる拡充

1

・上限料金の見直しに合わせて、下記の割引を行います。

①物流を支える車の負担が急激に増加しないよう、大口・多頻度割引を更に拡充

②比較的交通量の少ない深夜帯をよりご利用頂けるよう、深夜割引を新たに導入

▶上限料金の見直しに合わせた割引の実施

説明資料



▶上限料金の見直し

▼ETC車（普通車）の例
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首都高速道路の料金体系の見直しについて

・現在、料金距離35.7km超のご利用については上限料金（普通車1,320円）を設定
していることから、ご利用が長距離になるほど1kmあたりの料金が割安になるた
め、都心部通過の際に首都高速道路が選択され、都心部に渋滞が発生しています。

・そこで、都心部の通過交通をこれまで以上に抑制する必要があることを踏まえ、
より公平な料金体系の更なる前進に向けて、新たな上限料金を設定します。

・料金距離35.7km超をご利用のETC車は、急激な負担増を避けるため、新たな上限
料金（普通車1,950円、料金距離55.0km超）を設定します。

・現金車は、一部の区間を除いて1,950円（普通車）お支払いいただきます。



車種区分

現行基本料金（下限額～上限額）

右記以外
東名⇔北西線

連続利用

軽・二輪 280円～1,090円 280円～1,470円

普通車 300円～1,320円 300円～1,800円

中型車 310円～1,410円 310円～1,920円

大型車 400円～2,080円 400円～2,870円

特大車 460円～2,650円 460円～3,670円

▶ETC車の2022年4月1日からの車種別の基本料金

4月1日からの基本料金
（下限額～上限額）

280円～1,590円

300円～1,950円

330円～2,310円

400円～3,110円

550円～5,080円

※ 料金額は0.1km毎の料金距離に応じて、10円単位で加算されます。
※ 2021年4月から延長継続していた中型車及び特大車の「暫定車種間比率」は2022年3月31日に終了します。
※ 上限料金の見直しに伴い、横浜北西線と東名高速を連続して利用する場合の料金は、 2022年3月31日に終了します。

・ETC車の場合、距離に応じた料金を基本とし、上限料金は1,950円（普通車）と
なります。
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首都高速道路の料金体系の見直しについて



車種区分

現行基本料金

右記以外
東名⇔北西線

連続利用

軽・二輪 1,090円 1,470円

普通車 1,320円 1,800円

中型車 1,410円 1,920円

大型車 2,080円 2,870円

特大車 2,650円 3,670円

▶現金車の2022年4月1日からの車種別の基本料金

4月1日からの基本料金

1,590円

1,950円

2,310円

3,110円

5,080円

※ 現金でご利用のお客さまは、首都高に入って初めに通行する料金所で上記車種区分の料金をお支払いいただきますと、
首都高全線をご利用いただけます。

※ 郊外方向の端末入口料金所等では、ご利用が可能となる最遠出口等までの距離を「料金距離」とし、その「料金距離」
に応じた基本料金となります。

・現金車は、一部の区間を除いて1,950円（普通車の場合）お支払いいただきます。
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首都高速道路の料金体系の見直しについて



・物流を支える車の負担が急激に増加しないよう、大口・多頻度割引のうち車両単
位割引の基本割引率について、最大20％から更に最大25%まで拡充するととも
に、その割引対象額のうち、中央環状線の内側を通過しない利用分については、
割引率5％を更に10％まで拡充します。

・その結果、大口・多頻度割引は、最大35％から最大45%（車両単位最大35％＋
契約単位10％）まで拡充されます。

・なお、大口・多頻度割引のうち契約単位割引については、現行の割引率10％から
の変更はありません。

▶大口・多頻度割引の更なる拡充（ETC車）

現行の割引率
（最大）

車両単位割引

基本割引 20%

中央環状線の内側を
通行しない利用分 5%

契約単位割引 10%

合計 35%

大口・多頻度割引の更なる拡充イメージ（最大割引率の場合）

4月1日からの割引率
（最大）

25%

10%

10%

45%
5

首都高速道路の料金体系の見直しについて

※車両単位割引の拡充及び契約単位割引は2026年3月末までの措置



首都高における１か月のETCコーポレートカード１枚ごとの割引対象額
現行

基本割引率
4月1日からの
基本割引率

5千円超1万円以下の部分 10%（2%） 10%

1万円超3万円以下の部分 15%（5%） 20%

3万円超5万円以下の部分 20%（8%） 25%

5万円超の部分 20%（12%） 25%

※現行基本割引率の（）書きは、現行まで拡充される前の本来割引率

※本来割引率からの拡充分は2026年3月末までの措置

▶大口・多頻度割引の更なる拡充（ETC車）

2022年4月1日からの車両単位の基本割引率は下表のとおりです。

2022年4月1日からの車両単位の拡充割引率（中央環状線の内側を通行しない利用分
※のみ）は下表のとおりです。

首都高における１か月のETCコーポレートカード１枚ごとの割引対象額
のうち中央環状線の内側を通行しない利用分

現行
拡充割引率

4月1日からの
拡充割引率

1万円超の部分 5% 10%

※湾岸線「大井JCT～葛西JCT」も割引対象
※車両単位割引における中央環状線の内側を通行しない利用分についての拡充割引は2026年3月末までの措置 6

首都高速道路の料金体系の見直しについて



▶深夜割引の新たな導入（ETC車）
・混雑している昼間のご利用から、比較的交通量が少ない深夜のご利用への転換を促

すため、深夜割引を新たに導入します。

・深夜0時から4時までの間に首都高速の入口等を通過する車両（ETC無線通行に限
る）の料金を20%割引します。

OK：入口通過時間が対象時間内（0時～4時）のご利用のため割引対象
NG：入口通過時間が対象時間外（0時～4時以外）のご利用のため割引対象外

（※）深夜割引の適用判定は、首都高速の最初のETCアンテナとの通信時間が基準となります。
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首都高速道路の料金体系の見直しについて



▶具体的な料金例 (普通車・ETC車の場合)

※ 現行料金は、横浜北西線と東名高速を連続してご利用になる場合の料金
8

首都高速道路の料金体系の見直しについて



【参考】2021.3.12 首都高速・NEXCO東日本・高速道路機構
「首都圏の新たな高速道路料金に関する具体案」（抜粋）

9

＜首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）の概要＞



【参考】2021.3.12 首都高速・NEXCO東日本・高速道路機構
「首都圏の新たな高速道路料金に関する具体案」（抜粋）
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＜首都圏における同一起終点に対する経路別料金の具体例＞

経路選択

通 常 深 夜（注2・3・4）

現行 新料金（注1） 現行 新料金（注1）

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

圏央道
(125.9km)

4,200円

3,730円

4,200円

3,850円

2,940円

2,940円

2,940円

2,840円
圏央道・外環

（146.4km）
4,810円 4,810円 3,370円 3,370円

首都高速
(103.9km)

3,730円
3,850円
(＋120
円)

3,010円 3,010円
2,840円
(▲170
円)

経路選択

通 常 深 夜（注2・3・4）

現行 新料金（注1） 現行 新料金（注1）

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

対距離
同一発着
同一料金

圏央道
(98.9km)

3,380円

3,380円

3,380円

3,380円

2,370円

2,370円

2,370円

2,370円

圏央道・外環

（140.8km）
4,860円 4,860円 3,400円 3,400円

首都高速
(99.5km)

3,610円 3,610円
3,720円
(＋110
円)

3,720円 2,920円 2,920円
2,740円
(▲180
円)

2,740円

厚木⇔久喜

八王子⇔つくば中央

○首都高速における上限料金の見直し及び深夜割引の導入に伴い、同一起終点において、都心部（首都高速）経由の料金が変わる場合があ
るが、圏央道経由の料金の方が高い場合は、引き続き圏央道経由の料金を都心部（首都高速）経由と同額に引き下げ

※都心部（首都高速）経由の料金の方が高い場合には、都心部経由の料金は引き下げない

■経路別料金の例

（普通車（ETC車）・深夜割引以外の割引は考慮していない）

（注1）新料金については、P８、１１の料金設定に基づき計算
（注2）全ての経路（圏央道・外環・首都高速）において深夜割引適用

となる場合の料金
（注3）首都高速の深夜割引適用条件は0時～4時までの間に首都高速に

流入した場合、NEXCOの深夜割引適用条件は0時～4時までの間また
は当該時間をまたいでNEXCOを走行した場合

（注4）圏央道経由（または圏央道・外環経由）の同一発着同一料金の
設定にあたって、比較対象とする首都高速経由の料金は、NEXCOの
走行が深夜割引適用であれば、首都高速も深夜割引適用とみなして
比較
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【参考】2021.3.12 首都高速・NEXCO東日本・高速道路機構
「首都圏の新たな高速道路料金に関する具体案」（抜粋）

＜外環の割引について（案）＞


